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9月議会定例会

委員会質疑

委員会報告

一般質問

議員視察研修

平成 25 年 11 月発行

2013. 7.8.9 月

第36号

議
会
定
例
会

9月
◎
条
例

「
御
前
崎
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
」

公
園
の
配
置
及
び
規
模
に
関
す
る
技
術
的
基

準
、
並
び
に
公
園
に
公
園
施
設
と
し
て
設
け
ら

れ
る
建
築
物
の
建
築
面
積
割
合
に
関
す
る
基
準

を
新
設
す
る
も
の
。

「
御
前
崎
市
あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園
施
設
整
備

基
金
条
例
の
制
定
」

あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園
施
設
の
整
備
を
目
的
と

し
た
、
寄
附
金
の
取
り
扱
い
を
定
め
る
も
の
。

◎
人
事

「
御
前
崎
市
新
野
財
産
区
管
理
委
員
の
任
命
」

欠
員
と
な
っ
た
新
野
財
産
区
管
理
委
員
に
鈴す

ず

木き

利と
し

彦ひ
こ

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
。

◎
そ
の
他

意
見
書
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

「
重
度
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
に
お

け
る
精
神
障
が
い
者
の
適
用
改
善
に
関
す
る
意

見
書
」

御
前
崎
市
議
会
９
月
議
会
定
例
会
を
、
９
月
２
日
か
ら
10
月
2
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。
条
例
関
係
２
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正
ほ

か
２
件
、
人
事
案
件
１
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
ほ
か
13
件
に
つ
い
て
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
ほ
か
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
に
は
８
名
が
登
壇
し
て
市
長
ら
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
決
算
及
び
25
年
度
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
る

◎ 平成 25 年度一般会計・特別会計補正予算総括表
№ 区　　分 補正前の額 補正額 計
1 一 般 会 計 153 億 7,000 万円 2億 1,703 万円 155 億 8,703 万円
2 介 護 保 険 22 億 8,217 万円 8,116 万円 23 億 6,334 万円
3 池 新 田 財 産 区 4,134 万円 125 万円 4,259 万円
4 池新田西財産区 1,690 万円 750 万円 2,440 万円
＊表の金額は、1万円未満を切り捨ててあるため、計が一致しない場合があります。

◎ 平成 24 年度一般会計・特別会計決算総括表
№ 区　　分 歳　　入 歳　　出 差引額
1 一 般 会 計 173 億 2,355 万円 164 億 1,541 万円 9億　814 万円
2 国 民 健 康 保 険 40 億 3,497 万円 37 億 3,767 万円 2億 9,729 万円
3 後期高齢者医療保険 2億 7,442 万円 2億 6,691 万円 750 万円
4 介 護 保 険 23 億 5,785 万円 22 億 7,684 万円 8,100 万円
5 農 業 集 落 排 水 3億 2,573 万円 3億 1,840 万円 732 万円
6 下 水 道 6億 2,706 万円 6億　494 万円 2,211 万円
7 工 業 団 地 建 設 5万円 0万円 5万円
8 池 新 田 財 産 区 8,088 万円 6,000 万円 2,088 万円
9 池新田西財産区 3,626 万円 374 万円 3,251 万円
10 佐 倉 財 産 区 2,830 万円 392 万円 2,437 万円
11 比 木 財 産 区 225 万円 57 万円 168 万円
12 新 野 財 産 区 99 万円 23 万円 75 万円
＊表の金額は、1万円未満を切り捨ててあるため、差引額が一致しない場合があります。

◎ 平成 24 年度企業会計決算総括表
№ 区　　分 歳　入 歳　出 差引額

1 水道事業
収益的収支 9億 5,747 万円 9億 4,654 万円 1,092 万円
資本的収支 550 万円 9億 6,274 万円 △ 9億 5,723 万円

2 病院事業
収益的収支 43 億 4,861 万円 43 億 9,153 万円 △ 4,292 万円
資本的収支 7,400 万円 2億 9,591 万円 △ 2億 2,191 万円

＊表の金額は、1万円未満を切り捨ててあるため、差引額が一致しない場合があります。
＊支出に不足する額は、過年度損益勘定留保資金及び当年度消費税資本的収支調整額で補てんしました。

神社の由来は、大宝元年（701）、第 42 代文武天皇の願い
により、紀州の熊野三社の神々を移してお祀りしたと伝え
られ、本殿は天明 4 年（1784）に再建されています。間
口三間、奥行三間の総

そう

欅
けやき

の入
いり

母
も

屋
や

造りで、千
ち

鳥
どり

破
は

風
ふう

がつけ
られており、棟には堅

かつ

魚
お

木
ぎ

を置き、両端を水平に切った千
ち

木
ぎ

を伸ばしています。本殿には、木
き

鼻
ばな

に 12、蟇
かえる

股
また

に 12 の
価値のある装飾用彫刻が施されています。建築部材の風食
程度や各所を飾る細部意匠絵様彫刻などを総合すると、ま
さしく江戸時代中期の建築と考えられます。平成 19 年 9
月 25 日に御前崎市指定有形文化財に指定されています。

高松神社本殿

拝殿
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【
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
】

問
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
の
補
正
に
つ
い
て
、

支
払
基
金
交
付
金
返
還
金
が
前

年
度
と
比
較
し
て
増
加
し
た
要

因
は答

国
県
に
交
付
金
申
請
を

す
る
際
に
、
介
護
給
付

費
の
支
払
い
が
不
足
し
な
い
よ

う
に
、
多
め
に
試
算
し
た
結
果

で
す
。

問
介
護
保
険
料
の
収
入
未

済
額
が
70
万
円
ほ
ど
増

え
て
い
る
が
、
口
座
振
替
に
も

か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
未
済
額
が
生

じ
る
の
か

答
65
歳
に
な
る
と
第
一
号

被
保
険
者
に
な
り
、
年

金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す

が
、
年
金
基
金
の
手
続
き
に
一

定
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
期
間
分
を
現
金
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
未
納

が
生
じ
て
い
ま
す
。

【
公
共
下
水
に
つ
い
て
】

問
終
末
処
理
場
な
ど
の
処

理
能
力
は

答
池
新
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
場
合
は
、
平
均
日

量
で
３
、５
０
０
ト
ン
程
度

入
っ
て
お
り
、
最
大
で
は
５
、

８
０
０
ト
ン
ま
で
処
理
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
隣
接
す
る
東
遠
広

域
施
設
と
合
わ
せ
る
と
処
理
能

力
は
５
千
～
７
千
ト
ン
に
な
り

ま
す
。

【
病
院
に
つ
い
て
】

問
病
院
事
業
会
計
決
算
に

つ
い
て
、
流
動
資
産
の

未
収
金
８
億
３
、４
９
７
万
円

余
の
内
、
医
療
費
の
未
収
分
は

答
平
成
25
年
３
月
末
現
在

で
、
平
成
24
年
度
分
の

未
収
件
数
は
５
３
４
件
、
金
額

に
し
て
１
、６
６
０
万
７
千
円

程
度
で
す
。

問
４
月
以
降
の
医
師
の
数

は

答
９
月
１
日
現
在
の
常
勤

医
師
数
は
、
病
院
が
13

名
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
２
名
で
す
。

問
入
院
患
者
数
の
前
年
対

比
は
、
内
科
77
・
２
％
、

外
科
71
・
８
％
、
外
来
患
者
数

は
、
内
科
で
78
・
３
％
、
外
科

は
80
・
４
％
に
な
っ
て
い
る
。

医
師
不
足
が
原
因
か

答
非
常
に
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
平

成
24
年
度
途
中
に
３
名
の
内
科

医
師
が
退
職
。
入
院
、
外
来
と

も
患
者
数
の
減
少
を
予
想
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
他
の
医
師
の

頑
張
り
と
リ
ハ
ビ
リ
患
者
数
の

伸
び
な
ど
を
合
わ
せ
て
持
ち
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
下
水
道
課
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
及

び
農
業
集
落
排
水
終
末
処
理
場

は
、大
規
模
な
地
震
に
よ
っ
て
、

二
次
災
害
で
あ
る
汚
泥
の
飛
散

や
施
設
が
長
期
に
わ
た
り
、
稼

働
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
災
害
時

に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
重

要
性
を
考
え
、
市
に
積
極
的
な

保
全
対
策
を
す
る
よ
う
求
め

る
。

病
院
に
つ
い
て

医
師
不
足
、
入
院
患
者
の
減

少
、
市
民
二
ー
ズ
の
あ
る
診
療

科
目
が
な
く
な
る
な
ど
、
厳
し

い
状
況
が
今
後
も
予
想
さ
れ
る

た
め
、
病
院
経
営
に
は
危
機
感

を
持
ち
、
更
な
る
施
策
展
開
を

す
る
よ
う
求
め
る
。

平
成
25
年
９
月
19
日
・
20
日
・

24
日
・
26
日
の
４
日
間
に
わ
た

り
、
付
託
さ
れ
た
２
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。
委
員

間
討
議
の
結
果
、
左
記
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

１　

平
成
25
年
度
御
前
崎
市
一

般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

【
農
林
水
産
課
】

福
田
沢
農
村
公
園
（
比
木
）

の
年
度
内
事
業
完
成
を
求
め

る
。【

都
市
建
設
課
】

池
新
田
川
の
早
急
な
改
修
を

求
め
る
。

２　

平
成
24
年
度
御
前
崎
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

【
財
政
課
】

倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文

化
財
及
び
近
世
代
の
生
活
様
式

を
伝
え
る
資
料
の
公
開
展
示
の

検
討
を
求
め
る
。

【
秘
書
政
策
課
】

国
際
交
流
事
業
に
お
い
て
、

研
修
先
訪
問
国
の
拡
大
及
び
参

加
者
負
担
金
の
軽
減
の
検
討
を

求
め
る
。

【
商
工
観
光
課
】

法
人
税
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
内
の
商
工
業
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
商
工
業
に
対
し
、
新

た
な
振
興
策
に
真
摯
に
取
り
組

む
努
力
を
求
め
る
。

市
主
催
の
夏
祭
り
に
つ
い
て

は
、
土
曜
開
催
及
び
観
光
協
会

委
託
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
求

め
る
。

【
都
市
建
設
課
】

Ｐ
Ａ
Ｚ
設
定
に
伴
い
、
国
道

１
５
０
号
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
道
路
の
早
期
整
備
促
進
を
求

め
る
。

【
教
育
総
務
課
】

給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て
、

早
期
に
解
決
を
図
る
こ
と
を
求

め
る
。

【
学
校
教
育
課
】

灯
台
村
塾
継
続
の
再
考
を
求

め
る
。

【
社
会
教
育
課
】

振
興
公
社
は
、
公
序
良
俗
に

反
し
な
い
、
委
託
経
営
を
行
う

よ
う
求
め
る
。

【
市
民
課
】

外
部
委
託
し
て
い
る
窓
口
業

務
は
、
市
民
か
ら
の
評
価
も
高

く
、
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

市
民
課
以
外
の
分
野
で
も
外
部

委
託
の
可
能
性
の
検
討
を
求
め

る
。【

国
保
健
康
課
】

各
種
健
診
の
受
診
率
の
向
上

に
、
新
た
な
方
策
の
検
討
を
求

め
る
。

【
都
市
公
園
に
つ
い
て
】

問
都
市
公
園
の
面
積
が
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
面
積
と
既
存
す
る
公
園
の
面

積
と
の
対
比
は

答
都
市
公
園
の
面
積
目
標

値
は
市
民
一
人
当
た
り

10
㎡
で
す
。
旧
浜
岡
町
の
浜

岡
総
合
公
園
、
長
者
坪
公
園
、

八
千
代
公
園
を
合
わ
せ
て
３
・

４
㎡
、
旧
御
前
崎
町
の
御
前
崎

中
央
公
園
が
６
・
７
㎡
で
す
。

問
今
後
、
基
準
に
合
わ
せ

て
い
く
の
か

答
既
存
の
公
園
を
基
準
に

合
わ
せ
て
拡
大
・
変
更

す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

【
あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園
に
つ

い
て
】

問
あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園

施
設
整
備
基
金
条
例
に

つ
い
て
、
基
金
の
額
を
具
体
的

に
定
め
て
い
る
が
、
あ
ら
さ
わ

ふ
る
里
公
園
の
整
備
の
た
め
の

新
た
な
寄
附
を
受
け
た
場
合
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

答
新
た
な
寄
附
が
あ
っ
た

場
合
は
、
条
例
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
基
金
を
使
う
目
的
は
具

体
的
に
決
ま
っ
て
い
る

の
か答

現
時
点
で
は
具
体
的
に

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

寄
附
を
さ
れ
た
方
の
遺
志
を
尊

重
し
、
整
備
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
工
業
団
地
に
つ
い
て
】

問
池
新
田
工
業
団
地
へ
の

工
場
誘
致
の
状
況
は
ど

う
か答

池
新
田
工
業
団
地
に
つ

い
て
は
、
誘
致
の
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
御
前

崎
港
内
に
立
地
し
た
い
と
い
う

話
が
１
件
あ
り
ま
す
。

問
担
当
部
署
で
は
企
業
立

地
の
概
念
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か

答
１
社
で
も
企
業
誘
致
が

成
功
す
れ
ば
、
地
元
の

雇
用
が
生
ま
れ
、
固
定
資
産
税

な
ど
も
発
生
し
て
き
ま
す
の

で
、
ま
ず
１
社
を
目
標
に
検
討

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
企
業
誘
致
の
優
遇
措
置

は
あ
る
の
か

答
企
業
進
出
の
場
合
、
固

定
資
産
の
優
遇
措
置
と

電
気
料
金
の
給
付
制
度
の
補
助

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
企
業
誘
致
の
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
方
式
を
見
直
す

考
え
は

答
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式

は
、
進
出
企
業
と
一
緒

に
造
っ
て
い
く
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
見
直
し
の
検
討
、

用
地
整
備
を
行
う
必
要
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

問
津
波
対
策
で
堤
防
の
嵩

上
げ
を
行
っ
て
い
る

が
、
完
成
後
は
、
池
新
田
工
業

団
地
周
辺
は
浸
水
し
な
い
の
か

答
浸
水
区
域
は
減
り
ま
す

が
、
全
て
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

御
前
崎
市
工
業
団
地
建
設
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

が
決
ま
り
、
社
会
情
勢
も
好
転

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
各
企
業
の

動
き
も
活
発
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
御
前
崎
市
へ
の

企
業
立
地
を
進
め
る
た
め
に
戦

略
的
な
誘
致
施
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
既
存
の
工
業
団
地
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
市
内
で
新
た
な
場
所

を
選
定
し
な
が
ら
考
え
る
。

・
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
だ
け

で
な
く
、
造
成
済
み
の
工
業

用
地
も
必
要
で
あ
る
。

・
現
行
の
優
遇
措
置
以
上
に
、

企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
優

遇
措
置
を
検
討
す
る
。

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
会
質
疑

委
員
会
報
告

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
間
で
の
討
議

委
員
間
で
の
討
議

八千代公園

池新田浄化センター　最終沈でん池

福田沢農村公園
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平
成
25
年
９
月
25
日
開
催
の
委
員
会
で

は
、
浜
岡
原
子
力
規
制
事
務
所
及
び
中
部

電
力
株
式
会
社
か
ら
次
の
よ
う
な
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○
浜
岡
原
子
力
規
制
事
務
所

原
子
力
発
電
所
３
、４
、５
号
機
の
検
査

結
果
に
つ
い
て
、
緊
急
安
全
対
策
、
保
安

管
理
体
制
、
保
全
区
域
管
理
の
状
況
な
ど

の
抜
き
打
ち
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
違
反
と
な
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

○
中
部
電
力
株
式
会
社

内
閣
府
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
津
波
対
策
工

事
を
始
め
、
過
酷
事
故
に
対
す
る
ベ
ン
ト

フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
７
月
に
施
行
さ
れ
た
原
子
力

規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る

た
め
、
さ
ら
に
追
加
対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

３
、
４
号
機

の
地
震
動
最
大

１
千
ガ
ル
を
１
、

２
０
０
ガ
ル
と
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

配
管
類
、
電
送
路
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
（
支

持
金
具
）
の
補
強
を
行
い
、
駿
河
湾
沖
地

震
で
増
幅
が
見
ら
れ
た
５
号
機
に
お
い
て

は
、
１
、９
０
０
ガ
ル
を
２
千
ガ
ル
に
設

定
す
る
対
策
と
し
て
、
新
設
し
た
５
号
機

前
面
の
防
波
壁
の
基
礎
周
囲
を
深
さ
６
ｍ

か
ら
９
ｍ
掘
り
起
こ
し
、
セ
メ
ン
ト
材
で

地
盤
改
良
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
４

号
機
の
海
水
取
水
槽
の
周
囲
に
つ
い
て

も
、
土
を
取
り
出
し
、
セ
メ
ン
ト
材
で
改

良
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、
敷
地
内
山

側
斜
面
の
補
強
工
事
を
実
施
し
、
４
号
機

が
平
成
27
年
９
月
末
、
３
号
機
は
平
成
28

年
の
９
月
の
完
工
を
目
標
に
追
加
工
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
追
加
対
策
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
に
係
る
申

請
が
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
と
し

て
も
現
場
視
察
な
ど
を
定
期
的
に
実
施

し
、
状
況
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
25
年
９
月
26
日
開
催
の

委
員
会
で
は
、
保
育
園
の
民
営

化
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

１　

近
隣
市
（
島
田
市
・
掛
川

市
大
東
地
区
）
の
公
立
及
び

民
間
保
育
園
の
視
察
研
修
を

行
っ
た
結
果
と
本
市
の
保
育

園
を
比
較
し
、
運
営
面
・
費

用
面
・
職
員
の
身
分
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
再
度
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

２　

現
在
、
保
育
園
の
所
管
が

教
育
委
員
会
で
す
が
、
子
育

て
支
援
は
福
祉
行
政
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
か

ら
福
祉
課
へ
の
移
管
を
再
考

す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
は
子
育
て
行
政
の
在

り
方
、
子
育
て
支
援
の
実
態

を
調
査
・
研
究
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
期
基
本
計
画
の
平
成
24
年
度
目
標
達
成
状
況
に
つ

い
て御

前
崎
市
の
総
合
計
画
は
、
平
成
18
年
か
ら
平
成

27
年
ま
で
の
10
ヶ
年
を
第
一
次
御
前
崎
市
総
合
計
画

と
し
、
各
種
施
策
や
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
を
後
期
基
本
計
画
と
位
置
付
け
、
平
成
24
年
か

ら
年
度
ご
と
及
び
各
事
業
ご
と
に
評
価
を
し
て
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

度
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
１
６
７
事
業
あ
り
、
そ

の
目
標
達
成
率
は
84
事
業
で
52
％
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
に
つ
い
て
議
論
し
、
今
後
の
改
善
に
向
け
て

実
施
計
画
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会事 業 指 標 名 目 標 値 実 績 値

学校が楽しいと思っている児童生徒の割合 88％ 94％
不登校児童生徒の出現率 1.3％ 0.9％
公民館の利用者数 194,000 人 195,905 人
生活保護相談件数 80 件 96 件
各種ガン検診受診率 40％ 27％
町内会加入率 66％ 65％
耕作放棄地解消面積（累計） 32ha 74ha
公害苦情件数 23 件 26 件
市民 1人 1日当たりゴミ排出量 1,085g/人・日 970g/人・日
水道管耐震化率 54％ 51.5％
市役所窓口サービス満足度 65％ 73％

事業達成状況一覧表（一部抜粋）

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

フィルタベント設置工事（中部電力株式会社より提供） 西側防波壁嵩上げ工事（中部電力株式会社より提供）

地震対策の実施概要（中部電力株式会社より提供）

平
成
25
年
９
月
26
日
に
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
に
引
き
続
き
、
各
市
町

議
会
の
「
反
問
権
」
の
定
義
に

つ
い
て
資
料
精
査
を
し
、
一
問

一
答
制
の
中
で
の
反
問
権
に
つ

い
て
討
議
を
し
ま
し
た
。

市
長
ら
の
答
弁
者
側
が
議
長

又
は
委
員
長
の
許
可
を
得
た
中

で
、
質
問
者
に
対
し
て
「
質
問

の
趣
旨
の
確
認
」
や
「
考
え
方

の
問
い
返
し
」、「
対
策
の
提
示
」

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
認
め

る
こ
と
は
、
賛
否
両
論
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
反

問
権
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て

は
違
和
感
を
感
じ
る
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、「
反
問
権
」
を
採

用
し
て
い
る
他
市
町
の
審
議
録

を
調
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
政
令
市
な
ど
の

本
会
議
で
の
一
問
一
答
の
質
問

状
況
な
ど
の
視
察
を
行
い
た
い

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
あ

げ
ら
れ
て
い
た
課
題
も
一
通
り

議
論
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
の

で
、
御
前
崎
市
議
会
と
し
て
の

基
本
条
例
の
素
案
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。初

期
の
目
的
で
あ
る
「
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
、
条

例
制
定
に
向
け
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会中部電力株式会社

代表取締役社長　社長執行役員　水野　明久　殿

平成 25年 10月 2日

要 請 書
静岡県御前崎市議会　議　長　西島　昌和

同　原子力対策特別委員会　委員長　栁澤　重夫

平成 23年 5月 6日の国による要請により、浜岡原子力発電
所の全面停止後２年余りが経過した。この間、内閣府による南
海トラフ地震被害想定が昨年 9月に公表され、これにより当初
の安全対策工事完了は、平成 25 年 12 月末であったが、追加
対策により、平成 26 年度末に延期された。さらにこのたび、
平成 25年 7月に施行された新規制基準に対応すべく、追加対
策と工期延長が、本年 9月に再度示され、4号機は平成 27 年
9月、3号機はさらに 1年後となった。国のエネルギー政策に
全面的に協力し、貴社と共生してきた御前崎市として、安全対
策工事の早期完成を強く求めます。
また、市として、平成 23 年 5 月 19 日に引き続き、再度貴
社に対して、原子力発電所の安心・安全対策及び、雇用・景気
対策を下記事項のとおり要請します。

記

【安心・安全対策】
１　国の新規制基準を踏まえた、追加対策の目途がつきしだい、
速やかに国へ安全審査の申請を行うよう求める。
２　遅延している使用済み燃料の乾式貯蔵施設設置計画を、早
急に進めること。

【雇用・景気対策】
１　内閣府の南海トラフ地震被害想定や運転停止を起因とし、
疲弊しつつある市内経済に配慮して、更なる雇用と経済の振
興に協力を求める。



おまえざき　市議会だより　第36号　　2013 年 7.8.9 月
4

問
富
士
山
を
活
用
し
た

今
後
の
観
光
行
政
及
び

な
ぶ
ら
市
場
敷
地
内
へ
の
津
波

避
難
兼
展
望
タ
ワ
ー
の
設
置
に

つ
い
て

答
後
期
基
本
計
画
重
点
取

組
み
項
目
「
新
た
な
観

光
資
源
を
発
掘
し
地
域
振
興
を

推
進
す
る
」
の
中
で
、
世
界
文

化
遺
産
と
な
っ
た
富
士
山
が
見

え
る
こ
と
は
、
新
た
な
観
光
資

源
で
あ
る
と
と
ら
え
、
求
め
ら

れ
る
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
や

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
、
な
ぶ
ら

市
場
敷
地
内
へ
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
建
設
計
画
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
富
士
山
の
景
観
を
楽
し

む
た
め
に
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前

崎
「
港
の
見
え
る
丘
」
へ
展
望

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
や
な

ぶ
ら
館
４
階
展
望
室
の
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
「
３
連
動
地
震
＋
浜
岡

原
発
事
故
」
の
際
の
住

民
避
難
計
画
策
定
状
況
及
び
市

計
画
策
定
の
た
め
の
中
部
電
力

（
案
）
提
出
要
請
に
つ
い
て

答
住
民
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
県
が
、

平
成
26
年
１
月
を
目
標
に
計
画

の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
県
が
こ
れ
か
ら

ま
と
め
る
避
難
計
画
を
基
に
、

避
難
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。中

部
電
力
に
対
し
て
は
、
そ

の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
こ

と
を
申
し
伝
え
ま
す
。

問
災
害
時
を
考
え
助
産
所

と
の
災
害
協
定
は
考
え

ら
れ
な
い
か

答
妊
産
婦
の
健
康
や
栄
養

管
理
、
新
生
児
の
健
康

管
理
な
ど
、
専
門
家
で
あ
る
助

産
師
の
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ

と
は
、
大
き
な
安
心
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
の
で
、
助
産
所

な
ど
と
の
協
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
土
曜
授
業
に
つ
い
て
の

考
え
は

答
文
部
科
学
省
が
「
土
曜

授
業
に
関
す
る
検
討

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
検
討
し

て
い
ま
す
。そ
の
結
果
を
受
け
、

市
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
防
災
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い

て
の
考
え
は

答
地
域
防
災
の
中
で
、
子

供
た
ち
が
地
域
の
一
員

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
の
よ

う
な
地
域
防
災
活
動
に
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

問
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
年
間
の
維
持
費
の

見
込
み
は

答
事
務
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

利
活
用
計
画
を
申
し
上
げ
る
状

況
に
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ま

す
。年
間
維
持
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
の
実
績
で
約
１
、

１
０
０
万
円
と
の
県
の
回
答
で

す
。

問
御
前
崎
市
の
教
育
行
政

を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か答

御
前
崎
市
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、「
海
と
緑
と
笑
顔
が
き
ら

り
輝
く
御
前
崎
」に
向
か
っ
て
、

生
涯
を
通
じ
た
学
習
で
、
き
ら

り
輝
く
賢
い
人
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
の
土
台
と
な
る
べ
き
家

庭
、
集
団
の
中
で
教
育
を
推
進

す
る
学
校
や
園
、
子
育
て
や
生

涯
学
習
を
支
援
す
る
関
係
行
政

機
関
が
、
本
市
の
子
供
を
め
ぐ

る
課
題
を
共
通
認
識
し
、
ど
う

い
う
人
づ
く
り
を
し
て
い
く

か
、
そ
の
た
め
に
ど
う
い
う
方

策
を
講
じ
て
い
く
か
、
市
の
教

育
理
念
を
い
ま
一
度
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
移
動
教

育
委
員
会「
御
前
崎
の
キ
ラ
リ
、

未
来
を
語
る
会
」
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。
現
在
、
市
内
小
中

学
校
長
と
「
学
校
教
育
を
語
る

会
」
を
、
保
育
園
・
幼
稚
園
長

と
「
幼
児
教
育
を
語
る
会
」
を

開
催
し
、
各
教
育
に
お
け
る
現

状
と
課
題
を
洗
い
出
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
社
会
教
育
に
携

わ
る
市
民
や
市
長
と
語
る
移
動

教
育
委
員
会
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
教
師
や
保
護

者
な
ど
の
移
動
教
育
委
員
会
を

開
催
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
子
供
た

ち
と
語
る
会
も
計
画
し
よ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問
農
業
生
産
基
盤
整
備
と

農
地
の
保
全
に
、
ど
の

よ
う
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

の
か答

生
産
効
率
を
高
め
、
競

争
力
あ
る
農
業
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
農
地
の
大
区

画
化
や
機
械
の
汎
用
化
な
ど
に

よ
り
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地

や
生
産
設
備
の
集
積
を
加
速
す

る
な
ど
、
農
業
の
基
盤
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
が
不
可
決
で
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
考
え
、
国
や
県
の
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
、
高
効
率
化

を
目
指
し
た
農
業
生
産
基
盤
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
取

り
組
み
状
況
は

答
私
自
身
が
現
地
に
お
い

て
御
前
崎
茶
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
行
政

官
庁
、
報
道
機
関
へ
の
訪
問
な

ど
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

御
前
崎
茶
の
魅
力
の
発
信
や
販

路
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
食
の
大
切
さ
、
そ
れ
を

生
産
す
る
農
業
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
子
供
た
ち
が
理

解
を
深
め
て
い
く
た
め
の
政
策

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か

答
子
供
た
ち
が
農
業
に
対

し
、
関
心
を
持
ち
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
食
農
教
育
」
に
取
り
組
み
は

じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来

の
農
業
者
を
育
て
て
い
く
こ
と

は
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問

御
前
崎
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

杉浦謙二

8
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
9
月
12
日
と
13
日
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

助
産
師
と
の
災
害
協
定
に
つ
い
て

教
育
方
針
に
つ
い
て

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

曽根正浩

問
御
前
崎
港
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
石
炭
、
風
力
、

太
陽
光
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
）
の
基

地
設
置
導
入
の
考
え
は

答
石
炭
輸
入
に
つ
い
て

は
、
港
の
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
県
知
事
の

火
力
発
電
設
備
設
置
発
言
は
、

私
の
回
答
範は

ん

疇ち
ゅ
うで
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
県
が
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の

協
定
締
結
の
中
で
交
流
促
進
を

図
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

※
Ｌ
Ｎ
Ｇ
＝
液
化
天
然
ガ
ス

問
県
が
計
画
し
て
い
る
洋

上
風
力
発
電
設
備
を
御

前
崎
港
沖
に
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は

答
計
画
エ
リ
ア
が
港
湾
内

の
た
め
、
漁
業
活
動
な

ど
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
、
影

響
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
関
係
者
と
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
第
一
に
、
県
な
ど
に
対

し
説
明
を
求
め
て
ま
い
り
ま

す
。問

米
国
の
「
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
」輸
入
に
伴
う
基
地
、

ま
た
、「
南
遠
州
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
」
構
想
の
「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
」

誘
致
の
考
え
は

答
次
世
代
の
貴
重
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
で
あ
り
、

注
目
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
需
要
に
応
じ
て
必

要
で
あ
れ
ば
、
県
と
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
」
の
開
発
施
設
設
置

の
誘
致
の
考
え
は

答
港
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
国
策
へ
の
協
力
と
い
う
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

御
前
崎
港
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地

構
想
及
び
活
性
化
に
つ
い
て

松下久己

農
業
の
振
興
と
諸
問
題
の
対
応
に

つ
い
て

岡村　勝

富
士
山
を
活
用
し
た
今
後
の
観
光

行
政
及
び
原
発
事
故
避
難
計
画

策
定
に
つ
い
て

齋藤　洋

問
車
を
運
転
す
る
人
や
市

外
の
人
に
と
っ
て
、
わ

か
り
や
す
い
御
前
崎
市
に
す
る

た
め
に
、
市
道
交
差
点
の
信
号

機
に
交
差
点
名
標
識
を
設
置
で

き
な
い
か

答
県
の
公
安
委
員
会
と
、

信
号
機
を
設
置
管
理
す

る
警
察
署
と
の
協
議
が
必
要
で

す
。
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
、
道

路
設
置
者
で
あ
る
市
が
設
置
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。

交
差
点
名
標
識
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
地
理
に
不
慣
れ
な
人

で
も
安
心
し
て
運
転
で
き
る
環

境
に
な
れ
ば
、
交
通
事
故
が
減

少
し
ま
す
。
ま
た
、
交
差
点
付

近
で
事
故
や
事
件
な
ど
に
遭
遇

し
た
場
合
で
も
、
警
察
署
や
消

防
署
へ
通
報
す
る
目
印
と
な

り
、
交
差
点
名
標
識
の
設
置
は

有
効
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
名
称
の
標
識

を
効
果
的
に
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
の
減
少
に
つ
な

が
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
陸
上
大
会
中
止
の
影
響

に
つ
い
て
検
証
し
、
復

活
す
る
か
否
か
市
校
長
会
で
検

討
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
意

見
を
聞
く
必
要
は
な
い
か

答
校
長
会
で
の
検
証
作
業

の
中
で
も
保
護
者
の
意

見
も
聞
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

多
方
面
か
ら
検
証
し
、
今
年

度
中
に
結
果
を
出
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
そ
の
判
断
を
尊
重
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

交
差
点
名
標
識
に
つ
い
て

小
学
校
陸
上
大
会
復
活
に
つ
い
て

阿形　昭

交差点名標識

港坂から見える富士山

防災キャンプ
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総
務
経
済
委
員
会　

視
察
先
及
び
視
察
内
容　
（
平
成
25
年
7
月
16
日
～
17
日
）

○
観
音
埼
公
園　

観
音
埼
灯
台
・
灯
台
資
料
展
示
室
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

・
灯
台
周
辺
整
備
事
業
の
取
り
組
み
状
況
調
査

○
犬
吠
埼
灯
台
・
灯
台
資
料
展
示
室
（
千
葉
県
銚
子
市
）

・
灯
台
を
活
か
し
た
観
光
事
業
へ
の
取
り
組
み
調
査

視
察
先
及
び
視
察
内
容　
（
平
成
25
年
8
月
27
日
）

○
道
の
駅
八
王
子
滝
山
（
東
京
都
八
王
子
市
）

・
㈱
ウ
ェ
イ
ザ
（
市
農
業
振
興
拠
点
施
設
指
定
管
理
者
の
最
優
先
交
渉
権

者
）
が
現
在
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
道
の
駅
八
王
子
滝
山
の
運
営

状
況
調
査

文
教
厚
生
委
員
会

視
察
先
及
び
視
察
内
容　
（
平
成
25
年
7
月
9
日
）

○
文
教
厚
生
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
施
設
の
う
ち
、
小
学
校
2
校
、

中
学
校
2
校
を
訪
問
し
、
授
業
風
景
の
参
観
及
び
校
長
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

議
員
視
察
研
修

運営状況の説明を受ける委員

御前崎中学校 御前崎中学校での意見交換 浜岡中学校

道の駅八王子滝山

御前崎小学校 第一小学校での意見交換 第一小学校

会議風景

犬吠埼灯台と周辺施設

観音埼公園

観音埼灯台

問
今
後
の
原
子
力
行
政
を

ど
う
考
え
る
か

答
市
民
に
放
射
線
や
原
子

力
の
正
確
な
情
報
を
周

知
す
る
こ
と
、
津
波
対
策
工
事

の
点
検
と
安
全
協
定
に
基
づ
い

た
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
能

の
測
定
な
ど
を
続
け
る
こ
と
を

中
心
に
、
住
民
の
安
全
と
福
祉

の
向
上
、
地
域
発
展
に
資
す
る

た
め
、
地
道
に
努
力
を
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問
原
発
に
代
わ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
考
え
は

答
今
後
示
さ
れ
て
い
く
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
や
原
子
力
政
策
の
動
向
を

し
っ
か
り
見
き
わ
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

の
考
え
は

答
配
布
目
的
や
予
防
効

果
、
副
作
用
な
ど
に
つ

い
て
、
医
師
に
よ
る
住
民
説
明

会
を
開
催
す
る
体
制
の
構
築
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
備
蓄
場
所

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問

｢

は
だ
し
の
ゲ
ン｣

は

戦
争
、
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
や
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
最

高
の
資
料
だ
が
、
教
育
長
、
教

育
部
長
の
考
え
は

答
戦
時
下
の
戦
争
の
悲
惨

さ
、
原
子
爆
弾
や
放
射

線
障
害
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
生
活
保
護
基
準
引
き
下

げ
に
よ
る
影
響
は
。
ま

た
、
そ
の
対
応
策
は

答
現
時
点
で
は
影
響
は
出

て
お
り
ま
せ
ん
。
出
て

き
た
場
合
、
国
の
基
準
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

答
臭
気
指
数
15
の
規
制
基

準
の
見
直
し
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
公
害
苦
情
に
は

直
ち
に
現
場
に
出
向
き
、
現
地

の
状
況
把
握
を
す
る
な
ど
行
政

の
素
早
い
対
応
が
苦
情
解
決
の

早
道
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
粘

り
強
く
問
題
解
決
に
向
け
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
フ
ッ
素
洗
口
に
つ
い
て

答
現
在
乳
幼
児
に
は
半
年

ご
と
に
「
フ
ッ
素
塗

布
」、
保
護
者
の
同
意
を
得
た

園
児
に
は
給
食
後
に
「
フ
ッ
素

洗
口
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
は
、
虫
歯
の
あ
る
子

供
の
率
が
２
分
の
１
、
平
均
虫

歯
本
数
は
約
３
分
の
１
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
実
施
時

期
は
、
４
歳
か
ら
14
歳
が
特
に

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校

教
育
の
現
状
の
中
で
新
た
な
事

業
展
開
は
困
難
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
協
議
・
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
時
間
と
利
用
拡
大

に
つ
い
て

答
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

対
象
学
年
を
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
大
す
る
新
し
い
支

援
制
度
が
、
早
け
れ
ば
平
成
27

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
本
年

度
保
護
者
へ
の
希
望
調
査
を
実

施
し
、
開
設
時
間
及
び
利
用
見

込
み
数
を
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
意
向
を
参

考
に
今
後
の
受
け
入
れ
態
勢
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
の
原
子
力
行
政
全
般
に
つ
い
て

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
に
つ
い
て

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

清水澄夫

平
成
25
年
度
市
民
満
足
度
調
査

結
果
に
つ
い
て

後藤憲志
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委員長

曽 根 正 浩

副委員長

松 下 久 己

阿 形　 昭

齋 藤　 洋

事務局

栗 林 清 和

７
月

1
日	

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
～
３
日
ま
で
）

4
日	

中
東
遠
地
区
市
議
会
議
長
協
議
会

8
日	

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
・
定
期
総
会

9
日	

文
教
厚
生
委
員
会
学
校
訪
問（
第
一
小
・
御
前
崎
小
・
浜
岡
中
・
御
前
崎
中
）

11
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
日	

志
太
榛
原
五
市
二
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

16
日	

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修
（
～
17
日
）

19
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

24
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

	

静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

25
日	

御
前
崎
市
牧
之
原
市
学
校
組
合
臨
時
議
会

26
日	

東
遠
議
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

29
日	

静
岡
県
市
町
議
会
議
員
研
修
会

30
日	

防
衛
省
全
国
情
報
施
設
協
議
会
総
会

31
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会
懇
談
会

８
月

7
日	

小
笠
老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合
議
会
全
員
協
議
会
・
定
例
会

8
日	

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

	

静
岡
県
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全
等
対
策
協
議
会

9
日	

東
遠
工
業
用
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議
会
・
定
例
会

12
日	

東
遠
学
園
組
合
議
会
定
例
会

19
日	

東
遠
広
域
施
設
組
合
議
会
定
例
会

20
日	

議
会
全
員
協
議
会

21
日	

相
寿
園
管
理
組
合
臨
時
議
会

22
日	

議
会
運
営
委
員
会

27
日	

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修

28
日	

浜
岡
原
子
力
発
電
所
対
策
協
議
会
福
島
視
察
研
修（
～
29
日
）

９
月

2
日	

９
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）

12
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

９
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

13
日	

９
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

17
日	

総
務
経
済
委
員
会

18
日	

文
教
厚
生
委
員
会

19
日	

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

20
日	

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

24
日	

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

25
日	

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

	

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

26
日	

議
会
改
革
特
別
委
員
会

	

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

	

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

27
日	

御
前
崎
市
牧
之
原
市
学
校
組
合
議
会
定
例
会

30
日	

議
会
運
営
委
員
会

10
月

1
日	

相
寿
園
管
理
組
合
議
会
定
例
会

	

牧
之
原
市
御
前
崎
市
広
域
施
設
組
合
議
会
定
例
会

2
日	

９
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

	

議
会
全
員
協
議
会

	

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
懇
談
会

編

集

　

　

　

議

会

広

報

　

特

別

委

員

会

議会を傍聴しませんか？12月定例会の予定
12 月定例会は 12 月 2 日（月）から12 月 26 日（木）までの 25 日間の会期で
開催される予定です。日程は変更になる場合がありますので、事前に議会事務局
（電話 85-1115）までお問い合わせください。

○市議会はどなたでも傍聴することが出来ます。
○事前予約は必要ありません。当日、市役所４階議会事務局へお越しください。

◎傍聴に来られない方も市議会の様子をご覧いただけます！！
本会議の内容は、おまえざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジタル 121
チャンネルとアナログ 6チャンネルで放映されます。放送日については、その都
度、音声告知放送にてお知らせします。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想をお聞かせください。
郵送・ファックス・Ｅメールで受付します。

◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会  議会広報特別委員会
〒 437-1692 静岡県御前崎市池新田 5585
TEL : 0537-85-1115 / FAX : 0537-85-1139
E-mail : gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp

あて先

議
会
の
う
ご
き

訂正とお詫び
議会だより第 35 号１ページに掲載の固定資産評価審査委員会委員
山本隆章氏のふりがなの記載に誤りがありましたので、訂正とお詫びを
申し上げます。

誤　やまもと　たかあき
正　やまもと　たかゆき

	 12月	 2日（月）	本会議（議案説明）
	 	 12日（木）	本会議（質疑・一般質問）
	 	 13日（金）	本会議（一般質問）
	 	 16日（月）	総務経済委員会・文教厚生委員会
	 	 17日（火）	特別委員会　
	 	 19日（木）	特別委員会　
	 	 26日（木）	本会議（質疑・討論・採決）

政
治
家
（
候
補
者
・
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
・
現
に

公
職
に
あ
る
者
）
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
区
内
の

人
に
対
し
て
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

！
政
治
家
の
年
賀
状
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

視
察
先
及
び
視
察
内
容　
（
平
成
25
年
7
月
1
日
～
3
日
）

○
北
海
道
電
力
㈱
泊

と
ま
り

原
子
力
発
電
所（
北
海
道
古ふ

る

宇う

郡
泊
村
）

・
東
日
本
大
震
災
以
降
の
発
電
所
の
状
況
調
査

○
泊
村
役
場　

泊
村
議
会
（
北
海
道
古
宇
郡
泊
村
）

・
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
意
見
交
換

○
北
海
道
電
力
㈱　

苫と
ま

東と
う

厚あ
つ

真ま

発
電
所
（
石
炭
火
力
）

　
（
北
海
道
勇ゆ

う

払ふ
つ

郡
厚
真
町
）

・
東
日
本
大
震
災
以
降
の
発
電
所
の
状
況
調
査

タービン建屋 泊村議会会議室 展望室


